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2008 年度財団法人三鷹国際交流協会事業方針 

基本方針 

（財）三鷹国際交流協会（MISHOP）は、地域の国際化の推進に寄与することを目的として1989年11月に発足

し来年には設立20周年を迎えます。MISHOPは、これまで市民による草の根の国際交流活動を展開しながら発展

してきましたが、近年では、日本で暮らす外国人の増加と定住化が年々加速され、三鷹市の外国人登録者も3千

人を越え、地域の国際化を取り巻く状況は発足当時とは大きく変化してきています。 

また、三鷹市第3次基本計画の第2次改定で、外国籍市民等が暮らしやすいまちの実現に向けた取り組みの強

化が図られ、MISHOP の果たすべき役割りも益々重要度が増していることから、MISHOP では、これまでの活動成

果の検証及び事業の見直し等を行いつつ、社会のグローバル化に対応する事業や取り組みをより積極的に実施し

ていくことが求められています。 

MISHOP は、自らが地域の国際化、多文化共生のための中核的な役割りであることを自覚し、多様化し専門化

する情報やサービスの提供に対するニーズを的確に把握し、これらに幅広く対応しつつ、関係団体との連携を深

め、その役割分担なども念頭に置きながら事業等を推進するとともに、昨今の経済情勢に伴う厳しい財政状況の

もと、より一層効率的な運営に取り組んでいきます。 

  そこで今年度は 

 １ 「市民参加、会員ボランティアを主体とした草の根の国際交流活動」の基本姿勢を堅持し国際交

流、協力活動の一層の推進を図っていきます。 

 ２ 来年度のMISHOP20周年に向けて、これまでのMISHOPの取り組みの検証を行うとともに、

これからの国際交流のあり方について調査検討し、今後のMISHOPの活動指針として取りまとめ

を行っていきます。 

３ 多文化共生社会の実現に向け、生活相談や子供たちへの語学、学習支援等外国籍市民の生活上の

課題解決に向けた取り組みにより一層力を入れていきます。 

４ 諸事業の展開にあたっては、事業の見直しを積極的に図り更なる効率的な事業推進を図ります。 

財政状況について 

本年度の予算総額は60,833千円で、前年度との比較で1,953千円(約3.3％)の増となりました。 

事業費(人件費及び管理運営受託事業費を除く)については、9,112 千円で、271 千円(約2.9％)の減となってい

ます。財源内訳比較では、市補助金が42,486千円で、7千円の増となっています。 

＊ 市補助金については、経営インセンティブ方式の適用を受けているため、19年度分の剰余金については事業拡
充、経営改善への投資などの財源として留保し活用していきます。 
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２００８年度財団法人三鷹国際交流協会事業計画 

事業名 事業内容 予算（千円） 

１ 市民の国際活動に対す
る助成事業（寄附行為第
４条第1号関係） 
市民の国際交流の活性化を

目指し、自主的に行う交流活動
に財政的援助を行う。具体的に
はホームステイの受入れに対
する補助、ＮＧＯ活動等活性化
のための補助等を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 地域における国際交流
事業（寄附行為第 4 条第
２号関係） 
在住外国人との交流や、大

型イベントの実施を通して、市
民が直接海外の人や文化に触
れ、異文化理解の促進と国際化
意識の高揚を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
(1) ホームステイ助成事業                     50千円 

日本人と外国人が、お互いの文化に直接触れる機会として、ま
た異文化理解を促進するため、ホストファミリーへの助成を行う。
協会が主催する事業の中で、海外からのホームステイの受入れが必
要な場合に、滞在に伴う経費の一部を協会が負担する(受入れホス
トファミリーへの助成)。 
補助基準の基本的な考え方は、協会主催事業のみを対象とし、

個人負担分の補填を範囲とする。5泊5ホストファミリー、１泊１
人当たり2,000円とする。 

(2) ＮＧＯ活動等助成事業                         50千円 
 NGO や市民活動等に対し、活動費の一部を助成し、活動の活性
化を図るとともに、国際協力に対する市民の意識啓発を推進する。
原則として、申請に基づき１団体50,000円(年間)を限度に活動助
成を行う。対象団体は、市内を中心に活動を続ける市民グループ
で、海外への支援活動や日本に住む外国人の援助等を中心に行っ
ている組織とする。助成にあたっては、組織の概要、活動内容、
財政状況などを審査し、助成を決定する。 

 
 
(1)  JAPANESE LOUNGE                              30千円 

市民と外国人が自由に集まり、日本語で交流する。外国人は日
本語を習得し、市民は外国人と交流することにより、国際交流を
実践する。会員ボランティアが自主運営する自由な場であり、当
協会は会場の提供や円滑な運営の支援等の側面的な援助を行う。
（毎週火曜日の午前と金曜日の午後、参加自由） 

(2)  ENGLISH LOUNGE                               60千円 
英語を媒体として交流を行うことにより、外国人と日本人との自
由な相互交流と異文化理解を促進する。(毎週火曜日の午後、参加
自由) 

(3) 在住外国人交流事業「世界を食べよう」        60千円 
世界各国の料理をその国の出身者に指導してもらい、参加者が実

際にその料理を作り、会食を通じて相互の交流・理解を深める。(30
人/回規模で年3回程度開催、参加者負担500円程度/回)           

(4) 海外学生交流事業                 100千円 
大学などが海外の姉妹校と交換留学を行う際など、来日中のホ

ームステイや、市民との交流事業を行う中で親睦を深める(参加予
定者数100人)。  

(5) MISHOP WORLD 2008 
～第19回三鷹国際交流フェスティバル～               4,120千円 
今年度も実行委員会等で、フェスティバルのあり方や今後の方向
性についても協議し、種々の課題の解消を図りながら、さらに交流
の輪を広げる。 
（昨年実績：参加者約35,000人、参加団体約100団体） 
 
 
 

 

  100千円 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
5,310千円 
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事業名 事業内容 予算（千円） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(6) 青少年交流事業「国際交流スキーツアー」      200千円 
青少年層を中心に参加者を募り、スキーをしながら外国人と交

流を行う。三鷹市の校外学習施設(長野県川上村/川上郷自然の村)
を会場に、地元国際交流協会との交流も行う。(定員 55 人程度、
参加者負担10,000円程度) 

(7) 交流サロン                   100千円 
日本の文化の紹介、季節ごとの歳時記や伝統文化を外国人に実際
に体験してもらったり、外国人が自国の紹介をしたりしながら、双
方向の交流を図っていく。 

(8) 子供交流会                    150千円 
世界の伝統文化や音楽、料理を紹介する企画などを実施し、子供
同士や親子が体験しながら交流することで、異文化理解を促進する
とともに、広く情操を養うプログラムとして実施する。 (参加予定
者数100人程度) 

(9) 小中学校の国際理解教育推進事業              80千円 
小中学生及び高校生の異文化理解を推進するため、MISHOP の国
際理解教育プログラムをもとに、学校現場での「総合的な学習」
等のカリキュラムのひとつとしてサービスを提供していく。また、
外国から転校してきた児童・生徒が、日本の学校生活に適応でき
るよう語学サポートを教育委員会と連携し実施していく。 

(10)  NGO交流事業                 50千円 
国際ボランティア活動に対する理解を深めるとともに、国際理

解や国際協力に係る意識啓発を図る。これまで、市内NGOと共同で
NGOの活動紹介やワークショップ等を実施してきたが、市民ニーズ
を踏まえた新たな事業の展開を検討する。 

(11) バスハイク事業                             100千円 
市民と外国人の相互理解を図り、日本の文化や歴史の紹介を目

的としてバスハイクを実施する。 
(参加者負担1,000円程度) 

(12) 青少年意識啓発事業                       50千円 
青少年のMISHOPの周知と異文化理解の推進を図るため、国際
交流クイズラリー等を実施してきたが、これらも含め、新たな青
少年向けの意識啓発事業を検討、実施する。 

(13) ウォークラリー                  60 千円 
国籍を越えた小グループで、近隣地域に設定されたコースを、

問題を解きながら巡る中で、参加者相互の交流を深める。(参加予
定者数100人程度) 

(14) フェアウェルパーティー2008             150 千円 
年の瀬を前に、MISHOP活動の一年間を振り返るとともに、市民 
(会員)と外国人相互の親睦を深める。(参加予定者数200人程度) 
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事業名 事業内容 予算（千円） 

３ 国際理解の推進に関す
る啓発・普及事業(寄附行
為第４条第３号関係)  
国際化の進展に伴い、異文

化理解の必要性が高まってい
る。言葉をはじめとするいろい
ろな文化に触れ、理解を深める
ことにより、相互理解の進展を
図るため、日本語講座・外国語
講座等の語学講座や、国際理解
のための講座等を開設する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(1) 日本語入門講座                             240千円 

日本語の入門講座（生活漢字・会話）を開設し、在住外国人に
日本語学習の機会を提供する。なお、本事業については、資格を持
った会員ボランティアに講師を依頼し開催している。 
(定員各20人/受講料3000円/1 ｺｰｽ＝10回) 
○ 会話入門コース(全10回×2ｺｰｽ)日本の生活に必要な最低限の
日常会話習得を目的とした講座 

○ 生活漢字入門コース他(全10回×3ｺｰｽ)日本で生活するうえで
最低限必要な漢字の習得を目的とした講座 

(2) 日本語教授法入門講座                       300千円 
外国人に日本語を教えるボランティア教師を育成するため開催

する。当協会では、JAPANESE LOUNGE等外国人に日本語を教えなが
ら、交流していくプログラムや日本語のボランティアレッスン
（LLJ）を行っていることから、両者をつなぐ意味でも重要な講座
となる。内容は、専門講師を招き、全10回の講座を2クール開設
し、日本語を実際に教える技法を中心に講義する。(定員20人で週
１回開催、受講料10,000円/1 ｸｰﾙ＝10回) 

(3) 外国語入門講座                            300千円 
海外の言語習得の機会を設け、交流や日本語のレッスンの際に

役立てる。アジアの国々の言語を中心に、入門講座を開設する。(定
員20人で週１回開催、受講料10,000円/1講座＝10回) 

(4) 国際理解講座                               150千円 
その時々の世界情勢について、専門の講師を招き、マスメディ

アでは伝わらない生の声や、異文化理解、国際理解に役立つ情報
について講演会を開催する。(参加者50～100人程度/回) 

(5) 日本語個人教授                              60千円 
外国人にマンツーマンで日本語を教える自主グループの日本語

ボランティアグループ(Let’s Learn Japanese=LLJ)を側面的に支援
する。LLJグループ内で、月例ミーティングを始め、交流会や研修
会を開催する。 

(6) スタディツアー報告会                        20千円 
自主グループであるスタディツアーグループの成果を広く市民

に伝えるため、報告会への協力など側面的な支援を行う。 
(7) MISHOPフォーラム                        150千円 

MISHOP のあり方や国際情勢等々 幅広いテーマを対象とし、会場内の全
員が共に考え議論できる「全員参加」で「発信型」の企画として開催して
いるが、今年度は、来年度の20周年に向け、発足からこれまでの活動成
果の検証及びこれからの国際交流のあり方について、年間を通じて調査検
討し、フォーラムの中で幅広く会員の意見を聞くこととする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1,220千円 
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事業名 

 
事業内容 

 
予算（千円） 

４ 国際交流に関する広報
事業(寄附行為第４条第
４号関係) 
(財)三鷹国際交流協会が行
う、各種事業を広くPRすると
ともに、その時々の国際情勢を
的確に伝え、市民の国際化意識
の高揚を図るため、広報誌の発
行や、ビデオ、パンフレット等
の作成配布、災害時の外国人ケ
アに必要な情報の提供につい
ての検討を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
５ 三鷹国際交流センター
の管理運営受託事業(寄
附行為第４条第５号関
係) 
三鷹市から指定管理者として
指定され、協会の事務局が設置
されている三鷹国際交流セン
ター会議室及びロビー等の共
通施設の管理運営、会議室の貸
出業務および施設・設備の保全
を行う。 

 
(1) YEAR BOOKの制作                           660千円 

MISHOP活動を広く市民に伝えるとともに、国際化意識の啓発を図
るための広報誌として、MISHOPの2008年度一年間の活動内容をま
とめた「YEARBOOK」を制作する。（A４版オールカラー)(送付先:維
持・賛助会員、市内各公共施設､市内大学及び教育機関、都内交流
団体、国際機関､関係NGO等) 

(2) 短信・ニューズレターの発行                 960千円 
翌月の事業の内容を掲載した短信を発行･配布し、広く会員や市
民に活動を伝えるとともに、事業への参加促進を図る。今年度は、
時代の趨勢等を踏まえ、希望者にはメールによる配信を開始する。
別に英語・中国語・ハングル併記のニューズレターも作成し、外
国人登録者に毎月送付する。(A４版単色４ページ 約 2,200 部発
行)・(送付先:維持・賛助会員、市内各公共施設､市内大学及び教
育機関、都内交流団体、国際機関､関係NGO等) 

(3) 活動紹介ビデオ作成                          150千円 
当協会の年間の事業をビデオに収め､20 分程度にまとめた活動

紹介ビデオを作成し、活動のPR等に活用する。 
(4) MISHOP情報発信事業                       640千円 

協会ホームページのリニューアルを進め、アクセス及び更新し
やすい構成とし、MISHOP情報の効果的な提供・発信に努めていく。

(5) 災害発生時等における在住外国人対策事業       72千円 
2004年1月20日に締結した三鷹市との「防災パートナーシップ

に関する協定」に基づき、拠点としての具体的な運営方法等につい
て引き続き検討していくとともに、防災能力の向上のための災害時
ボランティア研修を実施する。 
 

 
 
 
(1) 三鷹国際交流センター管理運営事業          3,584千円 

三鷹市から指定を受けた指定管理者として、三鷹国際交流センタ
ー及び女性交流室の会議室の使用、貸出及び共通施設を含めた管
理・運営業務を実施する。 
 

2,482千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3,584千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合   計  12,696千円 

 

 

 


